（記入例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇年〇〇月〇〇日

愛媛県労働委員会会長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 eq \o\ad(申請者,　　　　　　)　〇 〇 〇 〇 労 働 組 合
　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名  執行委員長 〇〇〇〇　
　　　　　　　　　　　　　　あっせん

調　　停　　申　　請　　書

　　　　　　　　　　　　　　仲　　裁　

賃金引き上げ　　　の問題に関する労働争議解決のため、


　　　　　　あっせん

次のとおり　調　　停　を申請します。

　　　　　　仲　　裁

１　関係当事者の名称及びその組織

　　　 eq \o\ad(使用者,　　　　)　（所　　在　　地）　〇〇市〇〇町〇丁目〇〇番地
　　　　　　　　（名　　　　　称）　〇〇〇〇株式会社
　　　　　　　　（代　　表　　者）　代表取締役　〇〇〇〇
　　　　　　　　（電　　　　　話）　〇〇〇（〇〇〇）〇〇〇〇
　　　　　　　　（ eq \o\ad(従業員数,　　　　　　　)）　男　〇〇名　女　〇〇名　計〇〇〇名
　　　　　　　　（資　　本　　金）　〇〇〇〇万円
　　　

労働組合　（所　　在　　地）　〇〇市〇〇町〇丁目〇〇番地
　　　　　　　　（名　　　　　称）　〇〇〇〇労働組合
　　　　　　　　（代　　表　　者）　執行委員長　〇〇〇〇
　　　　　　　　（電　　　　　話）　〇〇〇（〇〇〇）〇〇〇〇
　　　　　　　　（ eq \o\ad(組合員数,　　　　　　　)）　男　〇〇名　女　〇〇名　計〇〇〇名
　　　　　　　　（所属の上位団体）　〇〇労働組合
　　　　　　　　（ eq \o\ad(組合結成年月,　　　　　　　)）　昭和〇〇年〇〇月〇〇日
２　事業の種類

　　〇〇業
３　関係事業所名及び所在地

　　（事業所名）　　　　　（所　在　地）　　　　　（従業員数）　　　（組合員数）

　　〇〇営業所　　〇〇市〇〇町〇丁目〇番地　　　　〇名　　　　　　　〇名
　　〇〇営業所　　〇〇市〇〇町〇丁目〇番地　　　　〇名　　　　　　　〇名


４　あっせん・調停・仲裁事項

　　賃金引き上げ
５　申請に至るまでの交渉経過

　（要求日、交渉開始日、交渉回数、最終交渉日とその争点）

　　〇月〇日　賃上げ要求、組合員１人平均〇〇〇円（基本給〇〇％）

　　〇月〇日　第１回団交、会社は経営不振の理由から回答の猶予を要望

　　〇月〇日　第２回団交、会社回答〇〇〇円、組合は低額を理由に会社の回答を拒否

　　その後〇月〇日～〇月〇日の間、〇回の団交を重ねたが進展が見られなかったため（労働協約に基づき、相手方の同意を得て）、あっせん申請した。

６　争議行為の状況

　（争議行為の有無、行為実施の日時、場所、種類、程度、頻度）

　　〇月〇日以降本社において、残業拒否闘争を行っている。

７　労働協約関係条項（協約の定めに基づく申請の場合その協約の関係条項）

　　協約第〇〇条　会社及び組合は、団交を尽くしてもなお妥結しない場合は、平和的解決のため、一方又は双方の申請により労働委員会のあっせん又は調停に付さなければならない。

８　添付書類
　　要求書の写し、会社回答の写し

【　あっせん（調停・仲裁）申請書記載要領　】

申請書の作成にあたっては、この記載要領に従って正確に記入し、労働委員会事務局へ提出してください。

１　申請者

（1） 労働組合が申請する場合は、その主たる事務所の所在地、名称及び代表者職氏名を略称を用いないで正確に記入してください。

（2） 使用者が申請する場合は、本社又は主たる事務所の所在地、社名及び代表者職氏名を略称を用いないで正確に記入してください。

（3） 当事者から委任を受けた者が申請する場合は、委任を受けた者の主たる事務所の所在地、名称及び代表者職氏名、さらに委任した当事者についても同様に記入してください。（委任された権限の内容を具体的かつ明瞭に示した委任状を添付してください。）

（4） 当事者双方が連名で申請する場合は、上記の記載方法に準じて記入してください。

２　関係当事者の名称及びその組織

（1） 「所在地」、「名称」、「代表者」については、上記１の記載方法に準じて記入してください。

（2） 「電話」については、関係当事者に連絡できる電話番号を記入してください。

（3） 「従業員数」、「組合員数」については、申請日現在における人数を記入してください。

（4） 「資本金」については、分かる範囲で記入してください。

（5） 「所属の上位団体」については、所属する直接の上部組合を記入してください。（組合が分会組織の場合は本部が所属する上部組合）

（6） 「組合結成年月」については、組合の結成時期を記入してください。（組合が分会組織の場合は本部の結成時期も併せて記入）

３　事業の種類

　　主な事業を具体的に記入してください。

４　関係事業所名及び所在地

　　労働争議について関係する工場、事業所を記入してください。

５　あっせん（調停・仲裁）事項

　　労使間で主張が不一致となっている事項で、労働委員会に調整を求める事項を簡潔に記

入してください。（例：賃上げ、一時金、団体交渉促進）

６　申請に至るまでの交渉経緯

　　争議の発端、又は要求書提出から申請に至るまでの交渉経緯を記入してください。

７　争議行為の状況

　　申請事項に関して争議行為が行われている場合は、その概要を記入してください。

８　労働協約関係条項

　　労働協約に、「一方が労働委員会に対してあっせん（調停・仲裁）申請をしたときは、相手方はこれに応ずべき義務がある」等の定めがある場合は、その関係条項を記入してください。（当該部分の写しの添付も可）

９　添付書類

　　当事者間で交わした書類（要求書、会社回答、労働協約）などの写しを参考資料として添付する場合は、その書類等の名称を記入してください。
